
地域コミュニティの今日的意義とその活性化に向けて（中間整理案） 
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＜地域コミュニティの崩壊＞ 

・地方圏から大都市圏への人口移動 
・地方圏も含めて生活様式の都市化、広域化 
・経済的価値の重視 
・女性の社会進出、家庭・地域の営みの外部化 
・相互扶助システム（ｺﾐｭﾆﾃｨ）から専門処理システム（政府部門）への進行（政府部門の拡大）

↓ 
地域コミュニティの弱体化（地域における人間関係・連帯感の希薄化） 

・

・

・住民をはじめ多様な主体による地域づく
りなど社会参加・貢献活動の増加、社会
参加意欲の高い高齢者の増加 
・国・地方を通じた政府部門の財政制約の
深刻化 

NPO 等を含む。

資料 4-2 

＜
○地域固有の資源（文化、伝統、

○ＩＴ等先端技術の活用 

○活動支援（ｺﾐｭﾆﾃｨ・ﾋﾞｼﾞﾈｽ、税

 ……要検討 
パフォーマンスの向上 

足度向上、サービス供給主体のリスクの低減） 

制約の厳しい政府部門の効率化にも寄与） 

＜地域コミュニティの今日的意義＞ 

会が抱える問題・課題の解決のためには、 

と政府に加えて地域コミュニティを活用 

 

 

 

 

 

 

のバランスの取れた問題解決 

↓ 

市場・企業
（自助） 

政府 
（公助） 

地域ｺﾐｭﾆﾃｨ ※ 
（共助・互助） ※
住民の直接的な問題解決行動により、画
一的でない、多様で充実したサービスが供
給される可能性 
多様な価値観を備えた個々の住民の社会
参加を促進する可能性 
コミュニティの強化、コミュニティ間の橋渡し、政府部門との連絡の円滑化、 

企業、政府部門、地域コミュニティ・ＮＰＯ間のコーディネーターとなる 

＜ソーシャル・キャピタル（社会関係資本）＞ 
※「地域が抱える規範・問題意識を共有した、多様な主体間（住民、ＮＰＯ、企業、行政など） 

において組織化された相互依存と市民的連携のネットワーク」 

↓ 

地域力の向上へ 

地域力＝経済資本＋人的資本＋社会関係資本＋文化資本＋環境資本＋…… 

↓ 

  ・生活関連サービスの提供 

     多様な主体（NPO、ボランティア、コミュニティ・ビジネス）によるサービスの提供等 

  ・地域の経済的活性化 

     地域の人材の組織化、信頼関係に基づくコミュニティ・クレジット（金融担保力）等 

 にとって重要なインフラ 
地域コミュニティの活性化促進の方策＞ 
環境等）の活用 

制面の工夫等） 


